
２０２３年度 第１回明石市社会福祉審議会 

 

日  時：2023 年(令和 5 年)7 月 25 日（火）14:00～ 

場  所：明石市役所議会棟  ２階  大会議室 

 

次    第 

 

１ 開  会 

 

 

 

２ 交代委員の紹介 

 

 

 

３ 報告事項 明石市の福祉・こども関係重点施策 

（１）第６次障害者計画及び障害福祉計画（第７期）・障害児福祉計画（第３

期）の策定について 

 

（２）高齢者いきいき福祉計画及び第 9 期介護保険事業計画の策定について 

 

（３）福祉行政にかかる基金の整理について 

 

 （４）その他の報告事項について 

    ・明石市障害者福祉専門分科会 開催状況について 

   ・待機児童対策の状況報告について 

 

 

 

４ そ の 他 

 

 

 

５ 閉  会 

 

 



2023年７月25日現在

団体名等 役職名等 氏　名

明石市連合まちづくり協議会 会長 吉川　正博
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明石市保健福祉施設協会 副会長 横山　光昭

明石市医師会 消化器内科医 吉田　俊一

明石市歯科医師会 理事 三木　直樹

兵庫県精神保健福祉士協会 理事 佃　正信

明石市ボランティア連絡会 会長 坂口　逸子

西明石サポーティングファミリー 代表 松本　茂子

明石市立小・養護学校長会 王子小学校長 中井　尚人

明石市立中学校長会 衣川中学校長 小和　喜樹

明石市立幼稚園長会 高丘東幼稚園長 戎井　真利子

明石市立保育所長会 二見こども園長 谷河　敦美

神戸学院大学総合リハビリテーション学部 教授 ◎阪田　憲二郎

関西福祉大学 名誉教授 佐伯　文昭

甲南女子大学人間科学部総合子ども学科 教授 〇伊藤　篤

元児童相談所所長 竹内　良二

西神戸トラウマカウンセリングルーム 理事長 大上　律子

精神科医 精神科医 藤林　武史

浜田法律事務所 弁護士 前田　麻衣

参事 川　義明

地域支援課長 山形　匡則

こども財団 常務理事 石角　義行

あかし保健所 所長 宮村　一雄

明石市社会福祉審議会　委員名簿

明石市社会福祉協議会

明石市民生児童委員協議会

※◎委員長　〇委員長職務代理



 

次 第 ３ 報告事項 

明石市の福祉・こども関係重点施策 

 

（１）第６次障害者計画及び障害福祉計画（第７期） 

・障害児福祉計画（第３期）の策定について 

1



 

 

社 会 福 祉 審 議 会 資 料 

2023 年（令和５年）７月 25 日 

福 祉 局 障 害 福 祉 課 

 

 

第６次障害者計画及び障害福祉計画（第７期）・障害児福祉計画（第３期）の 

策定について 

 

 

今年度、2024 年４月からを新たな計画期間とする「第６次障害者計画」及び「障害福

祉計画（第７期）・障害児福祉計画（第３期）」の策定を予定していますので、以下のと

おりスケジュール等を報告します。 

 

１．計画策定の趣旨 

障害者計画は、障害者基本法の規定に基づき、明石市における障害施策全般にかか

る理念や基本方針、施策目標等を定めるものです。また、障害福祉計画・障害児福祉

計画は、障害者総合支援法及び児童福祉法の規定に基づき、明石市における障害福祉

サービス等の円滑な実施を確保するための目標やサービスの利用見込量等を定める

ものです。 

次期計画は、現計画の取組の成果や課題、社会情勢の変化や国の動向等を踏まえ、

「あかしＳＤＧｓ推進計画」が目指すまちづくりの基本理念である「誰一人として取

り残さない」やさしいまちづくりの実現を大きな目標として策定します。 

 

２．計画策定の方針・計画期間 

（１）計画策定の方針 

これまで、明石市では障害者計画（計画期間：５年）と障害福祉計画・障害児福祉

計画（計画期間：３年）を個別に策定してきたところですが、理念や目標など多くの

部分で重複する内容が多く、また、計画期間が異なるため整合性を図ることが難しい

という課題がありました。 

そこで、今年度はこれらの計画を同時に策定する貴重な機会であることを踏まえ、

両計画に規定すべき内容を包含した一つの計画として策定することとします。 

（２）計画期間 

2024 年度から 2029 年度までの６年間を計画期間とします。 

なお、３年ごとに国が示す「障害福祉サービス等及び障害児通所支援等の円滑な実

施を確保するための基本的な指針」に基づく検証を中間年である 2026 年度に実施し、

必要に応じて計画の改訂を行います。 
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３．年間スケジュール 

時 期 内 容 

2023 年 

５～６月 

 

○市民アンケートの実施 

○障害福祉サービス等事業所アンケートの実施 

６月 23日 ○文教厚生常任委員会 

・策定スケジュール等の報告 

７月 ○障害当事者団体等ヒアリングの実施 

８月 ○明石市地域自立支援協議会・社会福祉審議会障害者福祉専門分科

会合同会議 

・市民アンケート等の結果報告 

10 月 ○明石市地域自立支援協議会・社会福祉審議会障害者福祉専門分科

会合同会議 

・計画（素案）の内容審議 

12 月 ○文教厚生常任委員会 

・計画（素案）の内容報告 

○パブリックコメントの実施（～2024 年１月） 

2024 年 

２月 

 

○明石市地域自立支援協議会・社会福祉審議会障害者福祉専門分科

会合同会議 

・パブリックコメントの結果報告 

・計画（最終案）の内容審議 

３月 ○文教厚生常任委員会 

・計画（最終案）の内容報告 
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参考 策定する計画の概要 

（１）第６次障害者計画 

根拠法令 ・障害者基本法第 11 条第３項 

計画の概要 

【上位計画】 

・障害者基本計画（第５次）（内閣府） 

・第２期ひょうご障害者福祉計画（兵庫県） 

【計画に規定する内容】 

・国の定める障害者基本計画及び都道府県障害者計画を基本に、

市における障害者の状況等を踏まえた施策に関する基本的な

計画を定める。 

（２）障害福祉計画（第７期）・障害児福祉計画（第３期） 

根拠法令 
・障害者総合支援法第 88 条（障害福祉計画） 

・児童福祉法第 33 条の 20（障害児福祉計画） 

計画の概要 

【上位計画】 

・障害福祉サービス等及び障害児通所支援等の円滑な実施を確

保するための基本的な指針（厚生労働省） 

・第６期兵庫県障害福祉実施計画（兵庫県） 

【計画に規定する内容】 

<障害福祉計画> 

・障害福祉サービス、相談支援及び地域生活支援事業の提供体

制の確保に係る目標に関する事項 

・各年度における指定障害福祉サービス、指定地域相談支援又

は指定計画相談支援の種類ごとの必要な量の見込み 

・地域生活支援事業の種類ごとの実施に関する事項 

<障害児福祉計画> 

・障害児通所支援及び障害児相談支援の提供体制に係る目標

に関する事項 

・各年度における指定通所支援又は指定障害児相談支援の種

類ごとの必要な見込量 
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次 第 ３ 報告事項 

明石市の福祉・こども関係重点施策 

 

（２）高齢者いきいき福祉計画及び第 9期介護保険 

事業計画の策定について 
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明石市高齢者いきいき福祉計画及び第９期介護保険事業計画の策定について 

 

１ 計画策定の趣旨 

本市では、老人福祉法第20条の８及び介護保険法第117条の規定に基づき、「高齢者

いきいき福祉計画（老人福祉計画）」と「介護保険事業計画」を一体のものとして、

３年間を期間とする「明石市高齢者いきいき福祉計画及び介護保険事業計画（以下

「計画」という。）」を策定しています。 

今年度で、第８期計画が最終年度となることから、本市の同計画に掲げた目標の達

成状況、その成果や課題、また介護保険制度の見直しや社会情勢の変化等を踏まえ、

国が掲げる基本方針に基づき、「あかしＳＤＧｓ推進計画（明石市第６次長期総合計

画）」や福祉分野の上位計画である「明石ほっとプラン（明石市第４次地域福祉計画）」

の基本理念との整合を図り、すべての高齢者が自分らしく、住み慣れた地域で安心し

て暮らし続けられるやさしい共生社会を目指し、第９期計画を策定します。 

 

２ 計画の概要 

本計画では、本市の高齢者福祉や認知症に関する施策をはじめ、生きがいづくりや

支え合いの地域づくりなど関連施策の方向性や具体的な取組みを定めます。 

また、本市の中長期的な人口動態や介護ニーズの見込等を踏まえ、高齢者施設等介

護サービスの基盤整備計画など介護保険給付の円滑な実施の確保方策を定めるとと

もに、介護保険給付の財源となる第９期計画期間における第１号被保険者の介護保険

料を決定します。 

 

３ 計画の位置づけと期間 

 （1）計画の位置づけ 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

（2）第９期計画の期間 

    2024 年度（令和６年度）から 2026 年度（令和８年度）までの３年間とします。 

 

社 会 福 祉 審 議 会 資 料 

2 0 2 3 年(令和５年)７月 25 日 

福 祉 局 高 齢 者 総 合 支 援 室 

連携 

整合 

整合 

あかしＳＤＧｓ推進計画 

（明石市第６次長期総合計画） 

明石ほっとプラン 

（明石市第４次地域福祉計画） 

明石市高齢者いきいき福祉計画 

及び第 9 期介護保険事業計画 

 

あかし健康プラン２１ 
明石市障害者計画 
兵庫県保健医療計画 

     など関連計画 
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４ 計画策定体制 

  計画策定に際しては、幅広い関係者の意見を計画に反映できる体制とするため、明

石市社会福祉審議会の高齢者福祉に関する事項を調査審議するための機関である高

齢者福祉専門分科会で審議してまいります。 

 

５ 今後のスケジュール（案） 

月 内容 

令和５年８月 第１回高齢者福祉専門分科会開催  

    10月 第２回高齢者福祉専門分科会開催 

    11月 
第３回高齢者福祉専門分科会開催  

※第９期計画素案の提示 

    12月 定例市議会へ第９期計画素案の報告 

令和６年１月 パブリックコメントの実施 

    ２月 
第４回高齢者福祉専門分科会開催  

※パブリックコメント結果報告、第９期計画案の提示 

    ３月 定例市議会へ第９期計画案の報告 
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次 第 ３ 報告事項 

明石市の福祉・こども関係重点施策 

 

（３）福祉行政にかかる基金の整理について 
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福祉行政にかかる基金の整理について 

 

１ 目 的 

本市の福祉行政にかかる基金については、現在、「明石市福祉コミュニティー基金」と

「明石市福祉施設整備基金」の２つがありますが、これらはその支出対象が、「地域ボラ

ンティア活動」や「高齢者の健康増進」、「施設の整備」など限定的です。このため、多様

化していく福祉ニーズを充足するための施策への充当に支障があるほか、市民等からの

福祉目的の寄付などの善意の受け皿として機能しにくいという課題が顕在化しています。 

そこで、これら社会経済状況の変化や市民の福祉ニーズの多様化に即応でき、柔軟で

分野横断的な福祉施策を効果的に実施し、本市の福祉施策及び市民サービスのさらなる

底上げを図るとともに、基金財政の健全化を推進することを目的に、両基金の整理の方

向性を検討するものです。 

 

２ 既存の基金の状況                   （令和 3 年度決算時点） 

基金の名称 明石市福祉施設整備基金 明石市福祉コミュニティー基金 

設置根拠 明石市福祉施設整備基金条例 明石市福祉コミュニティー基金条例 

基金残高 71,783 千円 417,219 千円 

本来の用途 

【収入】市民からの寄付 

【支出】福祉施設の整備 

【収入】市からの繰入を原資 

【支出】・地域ボランティア福祉活動 

    ・高齢者等の保健福祉活動 

収入及び 

支出状況 

【収入】0円（平成 18 年度以降 収入無し） 

【支出】0円（平成 31 年度以降 支出無し） 

※直近の支出状況 

・明石こどもセンター及び総合福祉センター新館整備

費 119,786 千円（H30） 

・ふれあいプラザあかし西整備費 58,277 千円（H21） 

【収入】0円 

【支出】55,269 千円（毎年同額程度を支出） 

※直近の支出状況 

・高齢者地域活動推進事業 

・ふれあい会食事業 

・社会福祉協議会運営補助事業 など 

課 題 

◆支出対象を「施設整備」に限定してい

ることから、支出が難しく、寄付等収

入がない要因の一つとなっている。 

◆収入を寄附金に頼っており、継続的、

安定的な財政運営が難しい。 

◆支出対象が「高齢者事業」と「地域ボ

ランティア事業」に限定しているこ

とから使途が限定的。収入がない要

因の一つとなっている。 

◆収入は基本的には市からの繰入。繰

入理由が乏しく、追加繰入が見込め

ず、財政基盤が脆弱。 

 

社 会 福 祉 審 議 会 資 料 

2023 年（令和５年）７月 25 日 

福祉局福祉政策室福祉総務課 
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３ 課題を踏まえた方向性 

  上記の両基金の課題を踏まえて、以下の方向性で検討します。 

項 目 方 向 性 

⑴ 基金の目的に 

ついて 

本市の状況や市民の福祉ニーズの多様化や変化に即応しつつ、

柔軟で分野横断的な福祉施策を効果的に実施していくことによ

り、本市における福祉施策の充実及び地域福祉のさらなる向上を

図っていきます。 

⑵ 基金財政の 

健全化について 

市民等からの福祉目的の寄附やふるさと納税など、善意に対す

る幅広い受け皿としての機能を付与するとともに、減少している

基金の健全化のため、両基金の一括化による財政基盤の脆弱性の

解消を図ります。 

⑶ 基金の使途に 

ついて 

既存の支出先を維持しつつ、現在の福祉ニーズや施策に対応した

基金の使途に改めます。 

【例】高齢者福祉事業、障害者福祉事業、地域福祉事業、生活困

窮者支援事業、福祉施設整備等事業など 

⑷ 支出方法に 

ついて 

基金使途の透明性の確保に向けて、市予算への計上を明記するな

ど、支出手続きを明確化します。 

⑸ 基金設置の 

方向性について 

上記方向性に基づいて両基金を整理統合し、新たな基金条例とす

ることを検討します。 

 

４ これまでの経過 及び 今後の予定 

  令和５年３月   令和５年３月議会 文教厚生常任委員会報告（基金の整理） 

  令和５年４月より 基金の骨子案の検討と作成 

  令和５年７月   社会福祉審議会報告 

  令和５年１２月  基金条例議案提案（既存基金の廃棄含む） 

 

  

11
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次 第 ３ 報告事項 

明石市の福祉・こども関係重点施策 

 

（４）その他の報告事項について 

   ・明石市障害者福祉専門分科会 開催状況について 

   ・待機児童対策の状況報告について 
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社 会 福 祉 審 議 会 資 料 

2023 年（令和 5 年）7 月 25 日 

福 祉 局 障 害 福 祉 課 

 

2022 年度（令和４年度）明石市障害者福祉専門分科会開催状況について 

 

 

障害者福祉専門分科会は、身体障害者、知的障害者及び精神障害者の福祉に関する事項を

調査審議します。また、同分科会に設置された審査部会は、医師である委員・臨時委員が、

身体障害者手帳交付のための障害程度の審査と身体障害者福祉法第 15 条に規定する医師の

指定に関する意見付与を行うため、年６回持ち回りにより開催されています。 

 2022 年度（令和４年度）の審査部会は、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、書面

開催とさせていただきました。各会議の開催状況は次の通りです。 

 

【審査部会】 

[第１回審査部会]（書面開催） 

開催期間：2022 年（令和４年）５月６日～５月 20 日 

審査件数： 

①身体障害者の障害程度の審査に関すること・・・６件 

     うち審査の結果非該当と認めたもの・・・０件 

  （障害部位別内訳） 

肢体不自由３件、聴覚障害１件、小腸機能障害１件、直腸機能障害１件 

②身体障害者福祉法第 15 条に規定する医師の指定に関すること・・・11 件 

 

[第２回審査部会]（書面開催） 

開催期間：2022 年（令和４年）７月４日～７月 21 日 

審査件数： 

①身体障害者の障害程度の審査に関すること・・・７件 

     うち審査の結果非該当と認めたもの・・・３件 

  （障害部位別内訳） 

肢体不自由４件、聴覚障害１件、呼吸器機能障害２件 

②身体障害者福祉法第 15 条に規定する医師の指定に関すること・・・６件 

 

[第３回審査部会]（持ち回り・書面開催） 

開催期間：2022 年（令和４年）９月１日～９月 16 日 

審査件数： 

①身体障害者の障害程度の審査に関すること・・・７件 

     うち審査の結果非該当と認めたもの・・・０件 

  （障害部位別内訳） 

肢体不自由４件、呼吸器機能障害２件、心臓機能障害１件 

②身体障害者福祉法第 15 条に規定する医師の指定に関すること・・・３件 

③身体障害認定基準の運用に関する諮問事項 

 「遷延性意識障害を伴う廃用性症候群を原因とする障害の認定について」 
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[第４回審査部会]（書面開催） 

開催期間：2022 年（令和４年）11 月１日～11 月 15 日 

審査件数： 

①身体障害者の障害程度の審査に関すること・・・６件 

     うち審査の結果非該当と認めたもの・・・１件 

  （障害部位別内訳） 

肢体不自由１件、聴覚障害２件、直腸機能障害１件、呼吸器機能障害１件 

肝臓機能障害１件 

②身体障害者福祉法第 15 条に規定する医師の指定に関すること・・・４件 

 

[第５回審査部会]（持ち回り・書面開催） 

開催期間：2023 年（令和５年）１月４日～１月 17 日 

審査件数： 

①身体障害者の障害程度の審査に関すること・・・５件 

     うち審査の結果非該当と認めたもの・・・０件 

  （障害部位別内訳） 

肢体不自由５件、 

②身体障害者福祉法第 15 条に規定する医師の指定に関すること・・・１件 

 

[第６回審査部会]（書面開催） 

開催期間：2023 年（令和５年）３月１日～３月 14 日 

審査件数： 

①身体障害者の障害程度の審査に関すること・・・５件 

    うち審査の結果非該当と認めたもの・・・０件 

 （障害部位別内訳） 

   肢体不自由５件 

②身体障害者福祉法第 15 条に規定する医師の指定に関すること・・・３件 

 

≪2023 年度(令和５年)の審査部会開催予定≫ 

 年６回（５月、７月、９月、11 月、１月、３月）書面開催予定 

 

[第１回審査部会]（書面開催） 

開催期間：2023 年（令和５年）５月１日～５月 16 日 

審査件数： 

①身体障害者の障害程度の審査に関すること・・・５件 

    うち審査の結果非該当と認めたもの・・・０件 

 （障害部位別内訳） 

   肢体不自由４件、呼吸機能障害１件 

②身体障害者福祉法第 15 条に規定する医師の指定に関すること・・・９件 

 

 以上 
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待機児童対策の状況について 

 

本市では、平成２８年度から待機児童解消に向けた緊急対策を行い、保育

所等の受入枠増を図ってきましたが、就学前児童数の増加や保育所利用希望

者の大幅な増加により、令和４年４月１日現在で１００人の待機児童が発生

しました。 

このような状況の中、令和４年度の施設整備により２２６人の受入枠を確

保し、令和５年４月１日現在の待機児童数は、４４人となり５６人減少しま

した。 

令和５年度は、２３０人の受入枠の拡充計画を立て施設整備を行うととも

に、引き続き保育士確保に向けた施策を行い、待機児童対策に取り組みます。 

＜令和４年度の施設整備状況について＞ 

保育所の新設２園、小規模保育事業所１園、保育所や市立幼稚園の認

定こども園移行など様々な取組みにより、あわせて２２６人拡充しまし

た。（下表参照） 

NO 内容 施設数 合計 

1 保育所 ２ １３６ 

2 小規模保育事業所 １ １２ 

3 保育所や幼稚園の認定こども園移行等  ７８ 

 受入枠合計 ３ ２２６ 

 
 

【参考：就学前児童数と認可保育所の申込児童数等の推移（2018～）】 

 2018.4 2019.4 2020.4 2021.4 2022.4 2023.4 

就学前児童数(A) 16,745 17,049 17,233 17,071 17,157 17,156 

利用定員数 5,863 7,085 7,488 8,564 9,145 9,371 

申込児童数(B) 7,149 7,729 8,265 8,451 8,776 9,266 

利用児童数 6,321 6,997 7,322 7,888 8,381 8,751 

保育所等申込率
(B/A) 

42.7％ 45.3％ 48.0％ 49.5％ 51.2％ 54.0％ 

待機児童数 571 412 365 149 100 44 

※受入枠は子育て安心プランの利用定員数から幼稚園預かり保育事業の枠

を除いた数値 

社 会 福 祉 審 議 会 資 料 

2023 年(令和５年)７月 25 日 

こ ど も 局 こ ど も 育 成 室 
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